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　皆さまには、平素より、琉球銀行をご利用、お引き立ていただきまして、誠にありがとうございます。

 多くの皆さまに琉球銀行をより一層ご理解いただくために、「琉球銀行の現状」（2007年度中間ディス

クロージャー誌）を作成しました。

　　平成19年度上半期の国内経済は、IT部門の調整などから生産や設備投資の一部に弱さがみられ

ましたが、改善の続く企業収益が下支えとなり景気は回復を続けました。

　県内経済は、改正建築基準法による建築確認手続きの滞りなどから建設関連に一服感がみられま

したが、観光関連が引き続き好調を維持し、個人消費も堅調に推移したことから緩やかに拡大しました。

　当行においては、公的資金の完済問題を意識した上で、新たな挑戦、本格的な攻めの経営に転換

するため、平成19年4月より新中期経営計画「CHALLENGE 51」を開始しました。

　新計画では中期経営目標に「課題解決機能を発揮して成長する新たなビジネスモデルの確立～新

たな成長戦略の展開～」を掲げ、名実ともに質・量、ナンバーワンの銀行として不動の地位を築くことを

実現していきます。

　当行は、中期経営計画に掲げる諸施策を着実に実行し、「沖縄になくてはならない銀行」としてお客

さまから高い信頼、支持をいただけるよう努めてまいります。

取締役頭取

ごあいさつGREET ING

平成20年1月

ご
あ
い
さ
つ


